
菊池雄星、初の著書！ 文藝春秋刊 

『メジャーをかなえた雄星ノート』 
３月20日発売 
定価1400円＋税 

中学時代から書いていた 
野球日誌を惜しみなく公開！ 

雄星はなぜ、宝のようなノート
を公開することにしたのか。 

3月21日東京ドームで登板。 

 

 

 

 

 問い合わせ先 

文藝春秋 プロモーション部 

Tel ０３－３２８８－６１４２

pr@bunshun.co.jp 
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きくち・ゆうせい 1991年、岩手県
盛岡市出身。小学3年生の時に野

球を始める。中学時代に左腕の投
手として頭角を現す。花巻東高校
に進学し、1年時から全国高等学
校野球選手権大会に出場。 3年

時には春の選抜高等学校野球大
会に出場し、準優勝の成績をおさ
めた。2009年ドラフト1位で埼玉西
武ライオンズに入団。19年1月より
シアトル・マリナーズに所属。 
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ノートには、自分のダメなところや子供のころに
ついた嘘なども、メンタルトレーニングの一環とし
て書かれている。もちろんプライベートなこともた
くさん書かれているのだが、なぜ雄星は、このタ
イミングでノートを公開したのだろうか。それは、
まずひとつに、メジャーに行くことが自分の中で
明確になり、その夢をかなえるために書き続けて
きたノートを、１冊にまとめる覚悟ができたのだと
思う。またもうひとつの理由は彼のあとがきから
紹介する。「一つの考え方を世に出すことが何か
のメッセージになるのではないかと思ったからで
す。(中略)僕が取り組んできたことについて、議

論が生まれるならそれでいい、菊池雄星の取り
組みが、必要だよ、いや、必要じゃないよ、と語り
合ってほしいというのが僕の願いです」。編集者
としては、野球少年はもちろん、目標を持つこと
が大事なビジネスマンにも広く読んでもらいたい。 
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